











れたことが知られている （西嶋・岸 1959：218-220, Anderson 1961：13-15, 






割を草の根で担ったとするものである （西嶋・岸 1959, 186-187; Anderson 
1961,45; Reid 1974,16; Kanahele 1967=1977,221; Friend 1988,101; Frederick 
1989,114-115）．
　第 2 には，第 1 の論点にふれながらも，隣組制度の導入がジャワ社会
（60） 創価人間学論集　第 10 号
の変容を促したとみるものである （Benda 1958,154-155; Anderson 1966,42; 
Cribb 1991,40-41; 倉沢 1992,242-253; Sato 1994,72;74-75; 小座野 1997a,15-20; 





る数少ない研究としては倉沢，ヘリング，クリッブの研究 （倉沢 1992：250; 



































　1943 年は， 3 月にプートラ （民衆総力結集運動） 発足，4 月に警防団設置，







































　後述するように，1944 年 1 月にジャワ全土で一律に隣組が設立されたが，
それ以前にジャワ各地で隣組組織が段階的に導入されていた （小林 2006：
12-13）．たとえば，1943 年 3 月 9 日にバンドン （Tjahaja 1943.12.8, Asia 
Raja 1944.3.9），同年 8 月にスラバヤ （ジャワ新聞社 1944：212），同年 12
月にペカロンガン州 （治官報 14 号：26，Sinar Baru 1943.1.21），マラン州 
（ジャワ新聞 1944.12.5），ケドゥ州 7 （ジャワ新聞 1943.11.21） で段階的に隣
組の設置がなされていたことが確認できる．
　ジャワでいち早く隣組制度を導入したと判断できる西部ジャワ最大の都















市社会では人間関係が希薄であった （Pandji Poestaka 1944.6.1）．バンドン
市の軍政当局でも，都市における人間関係を「都市郊外ではあちらこちらで
（64） 創価人間学論集　第 10 号
まだ残存している近隣関係の感情が，都市では自分の利害に代わっている」 
















































　第 1 回中央参議院の答申からおよそ 2 ヶ月半後の 1944 年 1 月 1 日に，ジャ





（66） 創価人間学論集　第 10 号
「経費」「類似組織トノ関係」「監督関係及上級団体トノ関係」「実施範囲」「細
部事項」「侯地ニ於ケル取扱」の全 9 条 から構成されている．同要綱の「組織」
では，ジャワの末端の地域住民は全戸を対象として，10 戸から 20 戸からな
る隣組を組織すること，その上部組織として字常会を設置することが規定さ
れた（治官報第 14 号：31）．また，同要綱の「事業」によれば，隣組の活動




















　ジャワ奉公会の設立構想 14 は，1944 年 1 月 8 日公布の「新住民奉仕組織
設立に関する最高指揮官告諭」15 （以下，「最高指揮官告諭」） よって正式に
発表された （Kan Po No.34：11-12）．つまり，ジャワ奉公会の構想は，隣組
日本占領下ジャワにおける大政翼賛運動の展開 ― ジャワ奉公会の設立過程（67）




























（68） 創価人間学論集　第 10 号
　その後，ジャワ軍政当局は，同年 1 月 12 日に新住民組織設立準備委員会 （以
下「準備委員会」）17 を発足させてジャワ奉公会の具体的な運動・組織形態
についての討議を始めた （Asia Raya 1944.1.10，ジャワ新聞 1944.1.12）18． 



































　この最高指揮官の諮問に対して，以下 7 つの答申が出された （Tyuo 











　この 7 つの答申では，注目する点が 2 つある．1 つ目には，第一回中央参































































（72） 創価人間学論集　第 10 号
ルノミナラス，食糧衣料ノ欠乏ニ其因スル窃盗，闇取引，流言，傷殺害




















ニ当タル者ヲ会員トス」 （治官報第 16 号：26，Kan Po No.37：14） と規定さ
れた．
　準備委員会で幹事長を務めたジャワ軍政監部総務部企画課長の野村哲 （陸
軍中佐） は，手記の中で「44 年 3 月奉公会ヲ設立，半官半民ノ団体ヲ結成





















　「ジャワ奉公会規約」 （治官報第 16 号：26-8） および 「ジャワ奉公会規約細
則」 （治官報第 16 号：28-31）によれば，ジャワ奉公会には中央と地方の組
織に分かれていた．多数の従業員を有する工場，事業所，公団，公社には特





　一方，地方組織は行政単位である州 （Syuu）・県 （Ken）・市 （Si）・市区 
（74） 創価人間学論集　第 10 号














　Kan Po の第 34 号では，新住民組織の設立に関する文書が 7 点記載されて






























1 月 11 日付當局談をもつて全島に隣保組織を編成する旨発表した．（ジャ
ワ新聞社 1944：50，下線は筆者）
　








（76） 創価人間学論集　第 10 号







任にあり，後に軍政監を務めた山本茂一郎は，終戦後の 1949 年 6 月に書い
た手記のなかで , ジャワ奉公会と隣組の関係を以下のように回想している 36．
　
　隣組（中略）ハ実践ニヨル相互扶助及協力ヲ目的トスルモノデアツテ奉











隣組は，まさに「有機的に連接した」 （山本 1978：101） といえる．この両者
の「有機的な連接」とは，具体的には，小座野が指摘しているように，末端
行政の首長であった区長 37 を介することによって行われた （小座野 1997a：
18）．
　既述のように，ジャワ奉公会と隣組との連接は，ジャワ島の州 （Syuu）・















（ マ マ ）





















　日本のジャワ占領統治は，1942 年 3 月から開始されており，本論で論じ


















2.　1943 年当時の経済状況の悪化については，ジャワ軍政監部の 1942 年度と 1943 年
度の一般会計予算の異同をみると明らかである．1942 年度予算は 225,591,621 ギル
ダーであるが，1943 年度予算では，経常部と臨時部合わせて 252,626,273 ギルダー
と前年比 27,034,652 ギルダー増であった．しかし，歳入に占める割合がもっとも
大きい税収では，1942 年度予算が 85,992,400 ギルダーであったのに対して 1943 年
度予算では 82,437,000 ギルダーと 3,555,400 ギルダーのマイナス計上となっている
（治集団軍政監部 n/d, NIOD-4411）．


















を卜して発足し，同月 9 日第 1 回大会を開催する予定である．（朝日新聞 1944.2.9）
6.　1944 年 9 月 7 日，小磯首相が帝国議会でインドネシアの将来の独立許容声明を発
（80） 創価人間学論集　第 10 号
表すると，軍政当局は新国家建設の基盤確立を重要課題と設定し，これにあわ











8.　バンドンに隣組を導入した法令は 1943 年 3 月 9 日付の「バンドン市地域における
隣組規定」（Bandoeng Si 1943a）である．インドネシア語原文は， “Peratoeran Tata-
Keloearga （Tonari Kumi）dalam Daerah Bandoeng Si” である．このバンドンにおける
隣組導入は，バンドン市を統括するプリアンガン州長官の命令であることが，同
法令の署名と発効日の次に記載されている．記載の内容によると，プリアンガン
州長官の命令日は 1942 年 2 月 28 日となっている．つまり，実際の導入の 3 ヶ月
前から隣組の構想があったことがわかる．
9　「バンドン市地域における隣組規定の説明」（Bandoeng Si 1943b：14-27）による．
同文書のインドネシア語原文は “Keterangan Peratoeran Tata-Keloearga （Tonari Kumi） 






















厚生経済，衛生の 6 項目に限定された （西嶋・岸 1959：356）．
13.  この「部落共済会の如き団体」は，当該の内容を示すインドネシア語原文では，「ル
クン・カンプンやルクン・デサなどの団体」と記載されている．インドネシア語
原文では “perkoempoelan-perkoempoelan seroepa roekoen kampoeng, roekoen desa dan 
sebagainja” である （Soeara Asia 1943：200）．
14.  1944 年 1 月 4 日のジャワ新聞には，軍政への新協力体制の必要性から官民・全
協力団体を糾合する構想が練られていることがうかがえる記事が掲載されている
（ジャワ新聞 1944.1.4）．時期的に見て，遅くとも 1943 年の 12 月末の段階で，新
住民組織設立の構想があったと推論してよいだろう
15. インドネシア語原文では “Amanat Saiko Sikikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
　　　軍政監部は，「最高指揮官告諭」が公布される前日の 1 月 7 日に，爪哇軍政監
部総務部長，内務部長名で「治政総企第 1775 号　新住民組織結成発表ニ伴フ感
興調査ノ件」を発出し，新住民組織結成についての感興調査の依頼を行なってい
る．調査結果の提出期日は 1 月 18 日までとされており，調査対象はプートラ関係
者，官公吏，イスラーム関係者，新聞界，華僑，混血住民などであった （M549：
5179-16）．
16.  インドネシア語原文では “Keterangan Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
17.  準備委員会は遅くとも 1944 年 2 月末までに職務を終えて同年 3 月 1 日までに解散
することが規定された （Kan Po No.34：18）．準備委員会の職務は以下の 6 点であっ







（82） 創価人間学論集　第 10 号









1945 年 1 月に運動・組織の強化策がはかられた （Kan Po No.59：15-19） が，是松
は，中央本部次長としてこの強化策についての見解を「ジャワ新聞」に寄せてい
る （ジャワ新聞 1945.1.24）．












にみなぎると確信します （Tyuo Sangiin Zimukyoku 1944a：70）．
22.  原文の資料では句読点が判別できないが，読みやすくするために筆者がこれを補っ
た．
23.  民衆総力結集運動は従前の三亜運動にかわって，1943 年 3 月に組織された軍政協







い動員」 （倉沢 1992：314） が基本原則であった．
24.  資料からは手記が書かれた日付は特定できない．しかし，野村の経歴に関する記
述が 1946 年 6 月までになっていることから，同年月以降に書かれたと判断できる．
25. ジャワ奉公会は「民衆総力結集運動」 （プートラ）と完全に非連続であったわけで
はない．たとえばプートラの衛生部は，ジャワ奉公会に先駆けて 1943 年に 8 月に
設立されたジャワ医事奉公会と密接な関係をもっている．ジャワ医事奉公会につ
いて別論を期す．
26.  アメリカ戦争情報局 （OWI） 海外支局のレポートでも，ジャワ奉公会の構成員が民
族的に多様であるとする記述が確認できる （OWI GID Report No.559：2）．
27. インドネシア語原文では “Keterangan Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
28. インドネシア語原文では “Pengoemoean Gunseikan tentang Hal Mendirikan Badan Baroe 
oentoek Kebaktian Pendoedoek” である．
29.  インドネシア語原文では “Berita Gunseikanbu” である．
30. インドネシア語原文では  “Azas-Azasmanat Badan Baroe oentoek Kebaktian Pendoedoek” 
である．
31. インドネシア語原文では “Pengoemoean Gunseikan tentang Hal Menjoempoernakan 
Sesoenan Roekoen Tetangga” である．
　　ジャワ以外でも隣組制度の導入が検討されていた経緯がみとめられる．たとえ
ばスマトラのアチェでは，日本の敗戦直前の 1945 年 8 月 1 日から，「アチェ州告
示第 12 号」によって全州での隣組制度の導入が期されていた．また，時期につ
いては不明だが，「アチェ州告示第 12 号」がだされる以前にも，アチェでは都
市部などですでに隣組制度が導入されていたことがうかがえる （Atjeh Shinbun 
1945.7.12）．
32. インドネシア語原文では “Pidato Soomubutyoo tentang Lahirnja Badan Baroe oentoek 
Kebaktian Pendoedoek” である．
33.  ジャワ新聞社が発行した年鑑 「アルマナック・アシア・ラヤ 2604 年」 でも同じよ






の第 2 条 3 項の組織 f の条文に明記されている．この条文には，「業務を遂行する
にあたっては，本新住民奉仕組織は現在整備されている隣組またはそれに類する
組織と会合をもたなければならない」 （Kan Po No.34：17） という条文がみられる．










るように述べている （Kan Po No.59：19）．
38.  該当部分は，第 1 巻の冒頭から 5 分 7 秒後くらいから描かれている．倉沢は内容，
ナレーション，登場人物のセリフを一部紹介している （倉沢 1992：694-696）
39.  ジャワ新聞社の外勤部員・山下鐵夫は「 『住民総親和』の実現も永い間反目しあ
つた各階級，各民族の団結であるだけに早急なる期待は無理であらう．たゞ，最
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後藤乾一，2009，「解題」 『南方軍政関係資料 39 ジャワ占領軍政回顧録』龍渓書舎．
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